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この度は、栄誉ある川淵賞を賜り、⼤変光栄に存じます。2026 年 6 ⽉ 6 ⽇、快晴の鎌倉の地で表
彰していただき、⼤きな喜びとともに⾝の引き締まる思いを新たにいたしました。⽇本⼩児神経外
科学会関係者の皆様ならびに選考委員の先⽣⽅に、⼼より御礼申し上げます。 

本研究は、⽇常診療の中で抱いた疑問から着想したものです。脳室腹腔シャントの成績は近年向
上している⼀⽅で、依然としてシャント不全を繰り返し、複数回の再⼿術を要する患児も少なくあ
りません。また、デバイスや⼿術⼿技の選択には各施設の経験に依存する部分も多く、⼗分なエビ
デンスが蓄積されていない現状があります。当院では、成⻑に伴うシャントチューブへの負荷を軽
減する⽬的で、前⾓穿刺の際にカーブを作成する⼯夫を⾏ってきました。そこで、その有効性を客
観的に検証したいと考え、本研究を実施しました。神奈川県⽴こども医療センターにおいて 2012
年から 2022 年までに脳室腹腔シャント術を施⾏した 167 例を対象とし、シャント⽣存率およびシ
ャント不全に⾄る要因について後⽅視的に検討しました。シャント 1 年⽣存率は 82.3％、シャント
2 年⽣存率は 78.4％でした。シャント不全の要因については、単変量および多変量解析のいずれに
おいても有意な因⼦は認められませんでした。⼀⽅で、前⾓穿刺群と⽐較して後⾓穿刺群では、シ
ャント不全時の年齢が有意に⾼いという結果が得られました（前⾓穿刺群 1.83 年 vs. 後⾓穿刺群 
5.19年, P=0.022）。成⻑期における⾝⻑増加がシャントチューブへ影響を及ぼす可能性が考えら
れ、適切なカーブ作成などの⼯夫によってシャント不全のリスクを低減できる可能性が⽰されまし
た。今後の⼩児⽔頭症治療および脳室腹腔シャント術のさらなる発展に寄与することを願っており
ます。 

最後に、本論⽂は共著者の先⽣⽅をはじめ、横浜市⽴⼤学⼤学院・医学研究科脳神経外科学およ
び神奈川県⽴こども医療センターの多くの先⽣⽅のご指導、ご⽀援のもとで完成したものです。こ
の場をお借りして深く感謝申し上げます。今後も⽇本⼩児神経外科学会の発展に少しでも貢献でき
るよう、臨床・研究の両⾯において⼀層精進してまいります。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろし
くお願い申し上げます。この度は誠にありがとうございました。 

 

＜受賞論⽂＞ 

⼩児⽔頭症に対する脳室腹腔シャントの⻑期成績と再建例の検討 
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